
主な内容
●商工連だより

平成29年度商工連臨時総会

日本政策金融公庫大分・別府支店との業務連携に関する覚書の締結

地方創生プランコンテスト事業報告会

持続化補助金活用事例紹介

　・広瀬自動車（野津町商工会）

　・有限会社住宅企画（由布市商工会）

●お知らせ

プッシュ型事業承継支援高度化事業　

国家公務員の再就職規制

商工会珠算検定

働き方改革経営者勉強会

平成30年工業統計調査

福祉共済

●シリーズ「地域の逸品」

キッチンハウスウエダ「かぼすサブレ」 表紙写真：きつきお城まつり（杵築市）
昨年の花魁道中のメンバーの方々。城下町のあちらこちらが江戸時代一色
に染まる城下町きつき最大のお祭りです。今年は、大衆演劇劇団によるメイ
クと着付けできつき幻想〈ゆめ〉行列を開催します。是非お越しください。
日時：平成30年５月５日㈯・６日㈰
場所：杵築市城下町一帯

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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～
会
員
企
業
の
成
長・持
続
的
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
～

平
成
29
年
度
商
工
連
臨
時
総
会
開
催

商
工
連
の
平
成
29
年
度
臨
時
総
会
が
３
月
29
日
、
大
分
市
中
小
企
業
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
等
６
議
案
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
は
、
自
ら
の
経
営
発
達
支
援
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と

で
、
地
域
経
済
を
支
え
、
地
域
の
雇
用
を
維
持
し
て
い
る
県
内
の
小
規
模
事

業
者
の
持
続
的
発
展
、
地
方
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
職
員
の
人
材
育
成
に
よ
る
支
援
力
の
強
化
と
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
、
次
の
と
お
り
の
重
点
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅰ　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
支
援
の
強
化

⑴
巡
回
訪
問
の
徹
底
に
よ
る
経
営
支
援
の
強
化

⑵
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
伴
走
型
支
援
の
充
実

⑶
中
小
企
業
者
等
の
経
営
力
向
上
の
た
め
の
支
援
強
化

⑷
経
営
革
新
・
創
業
・
事
業
再
生
の
支
援
強
化

⑸
事
業
承
継
に
関
す
る
支
援
強
化
【
新
規
】

⑹
金
融
支
援
の
強
化
と
中
小
企
業
施
策
活
用
に
よ
る
支
援
機
能
強
化

⑺
消
費
税
転
嫁
対
策
及
び
軽
減
税
率
導
入
に
係
る
支
援

⑻�

記
帳
機
械
化
シ
ス
テ
ム
の
推
進
・
拡
充
と
シ
ス
テ
ム
移
行
・
運
用

⑼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
及
び
情
報
発
信
機
能
の
強
化

⑽
共
済
事
業
の
推
進

⑾
中
小
・
小
規
模
企
業
に
配
慮
し
た
政
策
提
言
等
の
実
施

Ⅱ　

商
工
会
の
支
援
機
能
の
拡
充
と
組
織
強
化　

⑴
会
員
増
強
運
動
と
組
織
率
向
上
の
推
進

⑵
経
営
発
達
支
援
計
画
の
着
実
な
実
施
並
び
に
計
画
認
定
の
支
援

⑶
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
運
用
に
よ
る
事
業
成
果
の
創
出

⑷
商
工
会
の
安
定
運
営
に
向
け
た
自
主
財
源
確
保

⑸
青
年
部
・
女
性
部
の
活
動
・
組
織
基
盤
の
強
化

⑹
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進
及
び
事
務
局
体
制
の
確
立

⑺
人
事
管
理
制
度
の
推
進

⑻�

商
工
会
・
商
工
連
・
全
国
連
の

三
層
間
連
携
の
強
化

Ⅲ　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
推
進　

⑴�

地
域
経
済
活
性
化
策
及
び
地
方

創
生
の
推
進

⑵�

市
町
村
中
小
企
業
振
興
条
例
の

制
定
及
び
活
用
推
進

⑶�

地
域
資
源
の
活
用
と
販
路
開
拓

の
支
援

⑷�

自
然
災
害
等
に
よ
る
被
災
小
規

模
事
業
者
等
へ
の
復
旧
・
復
興

支
援
【
新
規
】

⑸�

人
手
不
足
へ
の
対
応
・
生
産
性

向
上
に
対
す
る
支
援
の
強
化

【
新
規
】

議長を務めた豊岡会長（日出町商工会） 挨拶を述べる森竹会長
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平
成
30
年
２
月
28
日
、
大
分
県
商
工
会
連
合
会
は
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
・
別
府
支
店
と

「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
覚
書
は
、
よ
り
効
果
的
な
経
営
支
援
や
一
層
の
地
域
経
済
発
展
に
向
け
て
、
明
確
な
連
携
体

制
の
も
と
、
支
援
の
方
向
性
を
共
有
し
、
小
規
模
事
業
者
の
重
要
課
題
で
あ
る
販
路
開
拓
や
事
業

承
継
、
あ
る
い
は
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
な
ど
に
取
り
組
も
う
と
す

る
も
の
で
す
。

今
回
の
２
者
間
で
の
業
務
提
携
は
、
九
州
７
県
で
初
と
な
り
ま
す
。

３
月
22
日
、

大
分
県
中
小
企

業
会
館
で
、

「
地
方
創
生
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
事
業
報
告

会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年

度
、
地
方
創
生

プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
に
お
い
て

表
彰
さ
れ
た
５

部
が
、
新
商
品

や
新
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
に
つ
い

て
取
り
組
ん
だ

内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。
県
内
か
ら
74
人

の
青
年
・
女
性
部
員
が
集
ま
り
、
来
年
度

の
プ
ラ
ン
作
成
の
参
考
に
し
よ
う
と
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

事
業
報
告
を
お
こ
な
っ
た
部
は
次
の
と

お
り
。

１　
�

耶
馬
溪
ダ
ム
カ
レ
ー
の
開
発

　
　

中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部

２　

�「
梅
・
柚
子
・
わ
さ
び
」
を
使
っ
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
取
り
込
も
う
！　

日
田
地
区
商
工
会
青
年
部

３　

�

着
物
が
似
合
う
歴
史
的
町
並
み
“
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
”
を
世
界
に
発
信
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
城
下
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

杵
築
市
商
工
会
青
年
部

４　

�“
手
づ
く
り
麹
”
に
よ
る
発
酵
食
品

開
発
事
業 

～
麹
文
化
の
伝
承
と
発

展
～　

由
布
市
商
工
会
女
性
部

５　

�

佐
伯
市
番
匠
商
工
会
発
！「
バ
イ

タ
ー
ン
」
に
よ
る
職
業
体
験

　
　

佐
伯
市
番
匠
商
工
会
青
年
部

最
後
に
コ
ン
テ
ス
ト
で
審
査
委
員
長
を

務
め
た
、
テ
オ
ス
地
域
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
所
代
表　

三
浦
丈
治
氏
か
ら
総
評
が

あ
り
、
短
い
期

間
で
の
成
果
に

評
価
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、

今
後
は
行
政
な

ど
他
団
体
と
の

連
携
を
図
り
、

実
効
性
の
高
い

プ
ラ
ン
を
継
続

し
て
ほ
し
い
と

激
励
が
あ
り
ま

し
た
。

新
し
く
開
発
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
報
告

地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
報
告
会
を
開
催

会場の様子

発表する由布市女性部 三浦丈治審査委員長

日本政策金融公庫　谷口別府支店長、商工連　森竹会長、日本政策金融公庫　緒方大分支店長（左から）

日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
・
別
府
支
店
と
の

業
務
連
携
に
関
す
る
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

大分県商工会連合会 日本政策金融公庫

災害復旧・復興

事業承継

６次産業化

販路開拓

経営改善・企業再生

創業・ベンチャー・新事業

商工連だより
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
新サービスの実施による、新規顧客の獲得

天然炭酸水YOIYANA自社商品開発と
サービスによる顧客獲得

当事業所は創業以来、車検、板金塗装を主要サービスとして業績を伸ばしてきまし
たが、当地域の人口減少に伴い、現在、市場は縮小傾向にあり、今後の売上増は期待
できない状況となっています。そこで、新規顧客の獲得を最重要課題と捉えました。
この課題の解決方法として、レース車両の整備、改造サービスを提供できる事業所

が県内に存在しない点に着目しました。新しいサービス（レース車両の整備・改造）
で、新規販路の開拓に取り組んでいたところ、本補助金の公募を知り申請し、採択さ
れました。
本補助金を活用して、新サービス提供の体制整備（設備導入）と新サービスの広報

活動をしました。具体的な取り組みは次のとおりです。
①レース車両用リフトの導入
②自社ホームページの開設（商工会のSHIFTを活用し作成）
③新サービス広報チラシの作成、配布
④レース会場での出張サービス
⑤自社Line＠の開設

今回の補助金の活用により、新サービスの周知の他、新サービスを提
供できる体制を整備できました。
その結果、既存の顧客を維持しつつ、新サービス提供による新規顧客

の獲得が見込まれ、縮小傾
向にある市場からの脱却が
可能となりました。

当社工場のある由布市庄内町阿蘇野一帯は、阿蘇くじゅう国立公園の最東端に聳
える「黒岳」の麓に位置しており炭酸水が生成される希少な地として大変珍重され
ています。
当社は平成13年に湧水場を開設し、その後愛飲されている多くのお客様から

「ペットボトルでの販売はできないのか」との要望に応えるべく、平成23年に阿蘇
野工場を開設いたしました。
聞いたら忘れられないインパクトのある商品名として、「天然炭酸水YOIYANA」

（庄内町の方言で、いいなぁ）と命名し、全国販売を開始。時を同じくして東京・
大阪での展示会や全国の百貨店で催事販売をした結果、自社商品が徐々に知られる
ようになりました。さらに多くの方に大分県の天然炭酸水を知っていただきたく販
路拡大計画を考えていた際に、商工会の経営指導員から持続化補助金について教え
ていただき、従来のネットで購入する一般ユーザーや地元百貨店・スーパーなどで
の販売に加え、新たな販売チャネルの構築を目指すために最適な補助金だと感じ申
請しました。
持続化補助金は販路開拓（チラシの作成・マスコミ媒体・ウェブサイトでの広

告・国内外の展示会出展、商談会の参加）など、さまざまな取組みができる使いやすい補助金なので、当社も大いに
活用させていただき、新規取引開始といった結果を出すことができました。
由布市庄内町阿蘇野へお越し

の際は、大分県の名水「天然炭
酸水よいやな湧水場」へご来場
いただき、大自然が創り出す、
喉越し優しい天然炭酸水をぜひ
ご賞味下さい。

会 社 名：広瀬自動車

代表者名：広瀬　　晃

所 在 地：大分県臼杵市野津町泊1226

電　　話：0974-32-4554

Ｆ Ａ Ｘ：0974-32-4612

会 社 名：有限会社住宅企画

代表者名：佐藤　幸一

所 在 地：（本社）大分市古ヶ鶴2-12-8	 （工場）由布市庄内町阿蘇野2009

電　　話：（本社）097-552-8815	 （工場）097-585-1510

Ｆ Ａ Ｘ：（本社）097-552-8773	 （工場）097-585-1510

Ｈ　　Ｐ：http://yoiyana.net/

代表　広瀬　晃さん

展示会の出展ブース

レース車両用リフト
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■公務員やOBの再就職をあっせんする行為
現役の国家公務員が企業等に対し、他の現役公務員・OBの再就職を依頼することや、国家公務員・OB

の情報提供等を行うことは禁止されています。

■利害関係のある企業への求職活動
現役の国家公務員が、職務として携わる契約や処分などの相手方となっている利害関係企業等に対し、

在職中に求職活動を行うことは禁止されています。

■再就職した公務員OBが契約や処分に関して元の職場に働きかける行為
再就職した国家公務員OBが、再就職先の契約や処分に関し、便宜を図るよう元の職場（省庁）に働きか

けることは禁止されています（ただし、原則として退職後２年間に限ります）。

☆各企業へのお願い
企業の皆様におかれても、規制違反を未然に防ぐ観点から、国家公務員・OBにこうした行為を求めない

ようご協力をお願いいたします。また、規制違反が疑われる行為を見聞きした場合には、下記連絡先まで

情報提供をお願いいたします。

◇連絡先　内閣府再就職等監視委員会事務局

　電話：03-6268-7660～7668　URL:http://www5.cao.go.jp/kanshi/index.html

国家公務員の再就職規制にご協力を

バトンタッチ60　～ 60歳からはじめる事業承継 ～
大分県商工会連合会では、現在設置の『事業引継ぎ支援センター』において、『プッシュ型事業承継支援高度化事

業』に取り組むことになりました。
意識喚起、事業承継診断を継続するとともに、これまでの診断で掘り起こされた支援ニーズに対して個別の支援

（プレ承継支援、承継実行支援など）を実施します。
今後、商工会の経営指導員が、事業承継に関するアンケートを携えてお伺いいたします。事業の進め方や抱えてい

る経営上のお悩みについて、ぜひご相談ください。相談内容によっては、専門家派遣等によるアドバイスも行います。

➎
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ご利用ください!

http://www.oita-cgc.or.jp/

中小企業を支援する「確かな公的保証人」

ニーズに応じた保証制度を
ご用意しています！

信用保証
つながる人　広がる未来

これからも地域とともに

第
１
８
８
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

２
月
18
日
㈰
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

た
検
定
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
96
人
が
受
験
し
、
64
人
が
合

格
。
そ
の
中
で
満
点
合
格
者
６
人
、
１

級
合
格
者
は
１
人
で
し
た
。
難
関
で
あ

る
１
級
合
格
者
の
市
町
村
名
、
氏
名
等

を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

豊後大野市
豊後大野市立三重第一小学校　６年生

仲尾香保さん

平成30年工業統計調査を実施します
工業統計調査は我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法に基づく報告

義務がある重要な統計調査です。
調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎資料として利活用されます。
調査時点は平成30年６月１日です。
調査票へのご回答をお願いいたします。

経済産業省・都道府県・市区町村

優秀な人材確保には
「働き方改革」が必須！

人材の確保・定着、経営力の向上、労働生産性の改善のための最良の手段である
「働き方改革」を実践するためには、経営トップがその必要性を理解することが重要
です。また、「働き方改革」が県内全域の企業・事業所で実践されることが望まし
いと考えます。ついては、経営トップを対象とした勉強会を県内各地で開催します。

経営者が働き方改革の必要性を理解し、自社に
おける働き方改革の実践の契機とする。

企業、事業所等の経営者、人事労務担当者

働き方改革の必要性、具体的な取組事例紹介、意見
交換、県等施策紹介
ワーク・ライフバランスコンサルタント九州
コンサルタント

目的

対象

内容

講師
10：00～12：00 14：00～16：00

６月４日㈪ 日 田 市 日田総合庁舎４階大会議室 玖 珠 町 くすまちメルサンホール２階　学習室
６月６日㈬ 豊後高田市 豊後高田商工会議所２階　ホール（駐車券あり） 国 東 市 国東総合庁舎３階　301会議室
６月７日㈭ 竹 田 市 竹田総合庁舎３階　大会議室 豊後大野市 エイトピアおおの２階　第１会議室
６月８日㈮ 宇 佐 市 宇佐市隣保館２階　集会室 中 津 市 中津商工会議所　３階ホール
６月11日㈪ 別 府 市 別府市ふれあい広場サザンクロス４階　第２会議室
６月12日㈫ 臼 杵 市 臼杵商工会議所３階　大会議室 佐 伯 市 佐伯総合庁舎４階　大会議室
６月13日㈬ 大 分 市 ホルトホール大分２階　201会議室

【申込み・お問い合せ先】	 大分県雇用労働政策課　労政福祉班
	 〒870-8501　大分市大手町三丁目1-1　TEL:097-506-3327　FAX:097-506-1756
	 E-mail:tsukamoto-yumi@pref.oita.lg.jp

お知らせ

➏



お知らせ

➐
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キッチンウスダ
代　表：臼田　朗
所在地：豊後大野市緒方町平石2433
電　話：0974-42-4128
ＦＡＸ：0974-42-4128
Ｈ　Ｐ：https://www.kitchen-usuda.com/

か
ぼ
す
の
酸
味
、
サ
フ
ラ
ン
の
風
味
と
ホ
ロ
ホ
ロ
食
感
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

キ
ッ
チ
ン
ウ
ス
ダ
の
「
か
ぼ
す
サ
ブ
レ
」

緒
方
駅
か
ら
名
峰
祖
母
の
麓
へ
向
け
、
車
を
走
ら
せ
る
こ
と
20
分
。
奥
ぶ
ん
ご
の

長
閑
な
山
中
に
、
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
た
だ
一
軒
の
パ
ン
屋
。
そ
れ
が
キ
ッ
チ
ン
ウ
ス

ダ
の
『
や
ま
カ
フ
ェ
』
で
す
。

元
々
は
夫
婦
と
も
東
京
で
、
パ
ン
職
人
や
パ
テ
ィ
シ
エ
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た

が
、
知
人
を
尋
ね
、
豊
後
大
野
市
を
訪
れ
た
の
が
約
20
年
前
。
住
居
ら
し
き
建
物
が

ま
っ
た
く
な
い
山
奥
に
、
ポ
ツ
リ
と
あ
っ
た
ボ
ロ
家
に
直
感
を
得
て
、
緒
方
町
へ
の

移
住
を
即
決
。
ト
イ
レ
も
風
呂
も
な
い
状
態
か
ら
、
２
年
を
か
け
て
自
力
で
こ
つ
こ

つ
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
よ
う
や
く
パ
ン
屋
の
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。

そ
の
後
カ
フ
ェ
を
増
設
。
自
分
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
生
ま
れ
る
、
こ
こ

で
し
か
味
わ
え
な
い
、
地
元
の
自
然
の
恵
み
が
詰
ま
っ
た
パ
ン
や
お
食
事
作
り
に
励

む
毎
日
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
店
舗
を
訪
れ
る
お
客
様
か
ら
、
お
土
産
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
適
し
た

商
品
が
欲
し
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、

『
か
ぼ
す
サ
ブ
レ
』
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

材
料
に
は
、
九
州
産
の
小
麦
粉
、
竹
田
産
の
カ
ボ
ス
と
サ
フ
ラ
ン
を
使
用
。
じ
っ

く
り
煮
出
し
た
か
ぼ
す
マ
ー
マ
レ
ー
ド
と
、
細
か
く
刻
ん
だ
か
ぼ
す
ピ
ー
ル
を
小
麦

粉
に
混
ぜ
込
み
、「
荒
城
の
月
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
月
型
に
整
え
ま
す
。
か
ぼ
す
の

果
汁
と
サ
フ
ラ
ン
を
上
部
に
ア
イ
シ
ン
グ
し
て
焼
き
上
げ
、
６
個
ご
と
に
パ
ッ
ケ
ー

ジ
ン
グ
。
６
個
の
中
の
１
つ
は
、
サ
フ
ラ
ン
を
多
め
に
ア
イ
シ
ン
グ
し
、
味
や
風
味

の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

市
販
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
と
異
な
り
、
生
地
は
あ
え
て
厚
め
に
成
型
し
て
、
ホ
ロ

ホ
ロ
の
食
感
に
。
カ
ボ
ス
や
サ
フ
ラ
ン
の
風
味
を
十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
甘
さ
を
ほ
ど
よ
く
抑
え
、
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
緑
茶
に
も

合
わ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

商
品
は
税
抜
６
５
０
円
で
、
や
ま
カ
フ
ェ
や
竹
田
駅
前
に
あ
る
姉
妹
店
『
か
ど
ぱ

ん
』
の
他
、「
Ｏ
ｉ
ｔ
ａ　

Ｍ
ａ
ｄ
ｅ
」
で
も
お
買
い
上
げ
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た

か
ぼ
す
に
続
い
て
、
米
粉
や
紅
茶
、
柚
子
こ
し
ょ
う
な
ど
、
シ
リ
ー
ズ
化
を
目
指
し

た
追
加
開
発
に
も
奮
闘
中
…
。

ま
ず
は
シ
リ
ー
ズ
第
一
号
の
自
信
作
『
か
ぼ
す
サ
ブ
レ
』
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
三
十
年
五
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲代表の臼田朗さん（右）と奥様の成美さん（左）


